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テ
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、
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行
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況
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8月１日2007
平成１９年７月１日現在

（前月比）

人 口 ２６０，６８７人（－１１９）
男 １２４，０５３人（－７４）
女 １３６，６３４人（－４５）

世帯数 １０９，９１０世帯（＋３７）
面 積 １９１．３９�

（ホームページ）http://www.city.tokushima.tokushima.jp/
（携帯）http://www.city.tokushima.tokushima.jp/i/ No．７６４

学
校
施
設
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
一
日
の
大
半
を
過
ご
す
学
習
・

生
活
の
場
で
あ
り
、
学
校
教
育
活
動

を
行
う
大
切
な
基
盤
で
す
。

そ
の
た
め
、
充
実
し
た
教
育
活
動

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
環
境
を

備
え
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
人
間
性

を
育
む
の
に
ふ
さ
わ
し
い
、
快
適
で

十
分
な
安
全
性
や
防
災
性
、
そ
し
て

衛
生
的
な
環
境
を
備
え
た
安
全
・
安

心
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
学
校
施
設
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
も
、
最
も
身
近
で
、

生
涯
に
わ
た
る
学
習
・
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
の
活
動
の
場
と
し
て
利
用

さ
れ
る
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠

点
」
と
し
て
、
さ
ら
に
は
、
地
震
な

ど
の
非
常
災
害
時
に
は
応
急
避
難
場

所
と
し
て
利
用
さ
れ
る
「
地
域
の
防

災
拠
点
」
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
徳
島
市
で
は
、
小
学
校
３１

校
２
１
８
棟
お
よ
び
中
学
校
１５
校
１

０
７
棟
の
、
合
計
４６
校
３
２
５
棟
の

義
務
教
育
学
校
施
設
を
保
有
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
学
校
施
設
の
中
で
、
昭

和
５６
年
６
月
以
前
の
「
旧
耐
震
基

準
」
で
建
築
さ
れ
た
一
定
規
模
以
上

の
建
物
の
う
ち
、
耐
震
補
強
が
必
要

と
見
込
ま
れ
る
棟
数

は
、
平
成
１９
年
７
月

１
日
現
在
で
、
小
学

校
１
３
６
棟
、
中
学

校
５７
棟
の
合
計
１
９

３
棟
と
な
っ
て
い
ま

す
（
左
上
表
参
照
）。

近
年
、
新
潟
県
中
越
地
震
や
、
福

岡
県
西
方
沖
地
震
、
能
登
半
島
地
震

と
い
っ
た
大
規
模
な
地
震
が
各
地
で

発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
月
に

は
新
潟
県
中
越
沖
地
震
が
起
こ
り
、

改
め
て
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
規
模
地
震
で
は
、

学
校
施
設
が
被
害
を
受
け
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
避
難
所
と
し
て
使
用
で

き
な
い
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
世
紀
前
半
に
も
発
生
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
東
南
海
・
南
海
地
震

な
ど
の
大
規
模
地
震
に
備
え
て
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
子
ど
も
た
ち
の
生

命
を
守
り
、
地
域
の
防
災
拠
点
と
し

て
の
役
割
を
確
保
す
る
た
め
、
学
校

施
設
の
耐
震
化
は
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
で
は
、

学
校
施
設
の
耐
震
化
を
最
優
先
の
課

題
と
し
て
、
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
※
地
方
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
自
ら
考
え
、
前
向
き
に
取
り

組
む
地
方
公
共
団
体
を
国
が
応
援
す

る
も
の
で
、
総
務
省
が
今
年
度
か
ら

新
し
く
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
地
方
交
付

税
な
ど
の
支
援
措
置
を
講
じ
る
制

度
）
に
位
置
づ
け
、
「
安
全
・
安
心

な
学
校
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
学
校
を
つ
く
る
た

め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

「
校
舎
等
耐
震
補
強
事
業
」
を
実
施

し
、
平
成
２２
年
度
を
目
標
に
、
耐
震

性
が
確
保
で
き
て
い
な
い
学
校
施
設

の
耐
震
化
を
図
っ
て
い
ま
す
（
事
業

費
・
各
年
１０
億
円
、
５
カ
年
で
５０
億

円
）。平

成
１７
年
度
か
ら
校
舎
や
屋
内
運

動
場
な
ど
の
耐
震
診
断
お
よ
び
評
価

判
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
耐
震
性
が
低
い
と
判

定
さ
れ
た
建
物
に
対
し
て
、
平
成
１８

年
度
か
ら
耐
震
補
強
計
画
・
評
価
判

定
・
実
施
設
計
を
行
い
、
順
次
、
耐

震
補
強
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
進
行
状
況
と
し
て
は
、
平

成
１８
年
度
は
、
小
学
校
１３
校
お
よ
び

中
学
校
４
校
の
合
計
６９
棟
の
耐
震
補

強
工
事
を
実
施
、
ま
た
、
今
年
度
は
、

小
学
校
８
校
と
中
学
校
３
校
の
合
計

４３
棟
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
て

い
く
予
定
で
す
。

◆

◆

◆

学
校
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
の
間

は
、
何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま

す
。

学
校
施
設
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
学
習
・
生
活
の
場
」
で
あ
る
と
と
も

に
、
非
常
災
害
時
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
避
難
所
と
な
る
な
ど
、
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
徳
島
市
で
は
、
今
世
紀
前
半
に
も
発
生
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
の
大
規
模
地
震
に
備
え
て
、

平
成
２２
年
度
を
最
終
年
度
と
し
て
、
小
・
中
学
校
の
校
舎
や
屋
内
運
動
場

の
耐
震
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

進
め
て
い
ま
す
！
学
校
施
設
の
耐
震
化

ー
安
全
で
安
心
な
学
校
づ
く
り
の
た
め
に
ー

鉄骨枠付きブレース増設補強を行う校舎（佐古小学校／平成１８年１２月）

徳島市の学校施設保有状況

平成１９年７月１日現在

全学校施設の耐震補強を推進
します

徳島市長 原 秀樹

本市では、徳島市基本構想にお
ける、まちづくりの基本理念の１
つとして「安心とくしま」の実現
を掲げ、危機管理体制の強化など
による災害に強いまちづくりを推
進しています。
今、近い将来高い確率で東南海
・南海地震の発生が予測されてお

り、そのような大災害に備えて、建物の耐震性能の向上
が大切であると考えています。
そのため、地震発生時に子どもたちの安全確保はもち
ろん、市民の皆様の避難所としての役割を果たす学校施
設の耐震化を最優先の課題として、計画的な推進に努め
ているところです。
すべての市民の皆様が安心して暮らすことのできる

「まち」を目指して、全力で取り組んでまいりますので、皆
様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。補強後の屋内運動場外観

耐震補強が必要と見込まれる棟数

校舎（１２５棟）
屋内運動場（１１棟）

校舎（５０棟）
屋内運動場（７棟）

校舎（１７５棟）
屋内運動場（１８棟）

１３６棟

５７棟

１９３棟

全棟数

２１８棟

１０７棟

３２５棟

学 校 数

３１校

１５校

４６校

小学校

中学校

合計

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈教
育
委
員
会

総
務
課
�（
６
２
１
）５
４
０
８

発行：徳島市（毎月１日・１５日発行） 〒７７０‐８５７１ 徳島市幸町２丁目５ �（０８８）６２１‐５１１１（代表）



決決
定定
しし
たた
事事
業業

【
平
成
２０
年
４
月
以
降
の
児

童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
】

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈子
育
て
支

援
課
児
童
手
当
係
�（
６
２

１
）５
１
９
４

母
子
家
庭
の
母
の

就
労
を
支
援
し
ま
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
市
と
協
働
し
た

い
事
業
の
提
案
を
募
集
す
る
協

働
提
案
事
業
支
援
制
度
の
今
年

度
の
支
援
事
業
が
こ
の
ほ
ど
決

定
し
ま
し
た
。

応
募
提
案
さ
れ
た
８
事
業
に

対
し
、
応
募
書
類
、
公
開
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
関
係
課
の

意
見
を
基
に
、
５
人
の
選
考
委

員
が
厳
正
に
審
査
。
そ
の
結
果
、

４
事
業
が
次
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

▼
「
家
具
転
倒
防
止
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
育
成
・
派
遣
事
業
」（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
・
阿
波
グ
ロ
ー
カ
ル
ネ

ッ
ト
）＝

家
具
転
倒
防
止
の
有

効
性
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
し
、
自

助
で
実
施
困
難
な
高
齢
者
や
障

害
者
世
帯
に
対
し
て
派
遣
す
る

▼
「
ひ
ょ
う
た
ん
島
・
景
観
ま

ち
づ
く
り
事
業
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

新
町
川
を
守
る
会
と
�
徳
島
県

建
築
士
会
徳
島
支
部
）＝

ひ
ょ

う
た
ん
島
の
新
た
な
魅
力
づ
く

り
や
景
観
保
全
を
考
え
る

▼
「
か
が
や
き
徳
島
ス
ポ
ー
ツ

交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
徳
島
）＝

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
社
会
貢
献
活
動
を
し
た

い
個
人
・
企
業
が
知
的
障
害
や

発
達
障
害
の
あ
る
人

と
と
も
に
話
し
合
い
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

交
流
す
る
こ
と
で
、

共
生
の
輪
を
広
げ
る

▼
「
複
合
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
用

い
た
水
際
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
事
業
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア

ク
ア
・
チ
ッ
タ
）＝

万
代
町
周

辺
で
水
辺
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
こ
と
で
河
川
を
基
軸

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー

ジ
を
提
起
す
る

決
定
し
た
４
事
業
は
、
関
係

課
と
事
業
実
施
に
向
け
た
協
議

を
行
い
、
協
議
が
整
っ
た
事
業

か
ら
順
次
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
。

◇◇◆◆◇◇ふふれれああいい健健康康館館◇◇◆◆◇◇ 徳徳
島島
市市
協協
働働
提提
案案
事事
業業
支支
援援
制制
度度

運運動動指指導導ココーースス（（全全１１５５回回））受受講講生生募募集集
［対象］市内に在住または在勤・在学の１８歳以上の人。ただし、※のコース
はおおむね６０歳以上の人。
［申し込み］はがき（１枚に１コース）に住所・名前（ふりがな）・性別・
生年月日・希望のコース（曜日・時間）・電話番号を記入し、８月１０日�
（必着）までに、ふれあい健康館（〒７７０‐８０５３ 沖浜東２‐１６ �６５７‐
０１８７）へ。また、徳島市ホームページ「電子申請」からも申し込みできま
す。応募多数の場合は抽選。 ▲公開プレゼンの様子＝市役所

児
童
扶
養
手
当
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人
は
、
毎

年
所
得
や
養
育
の
状
況

を
届
け
出
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

現
在
支
給
停
止
中
の

人
も
、
前
年
分
所
得
に

よ
っ
て
は
受
給
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
２
年
間
未
提
出
の

場
合
は
、
時
効
に
よ
り

受
給
権
が
消
滅
し
ま

す
）。

●
児
童
扶
養
手
当＝
子
育
て
支

援
課
（
市
役
所
南
館
２
階
）
ま

た
は
左
表
の
日
程
・
場
所
で
、

８
月
３１
日
�
ま
で
受
け
付
け
ま

す
。
手
続
き
に
は
、
通
知
書
・

印
鑑
・
手
当
証
書
・
年
金
手
帳

（
加
入
者
の
み
）
が
必
要
で
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当＝

子
育

て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
で
受

け
付
け
ま
す
（
た
だ
し
、
民
生

委
員
の
証
明
書
な
ど
の
添
付
が

必
要
な
人
は
子
育
て
支
援
課

へ
）。受付

期
間
は
８
月
１３
日
�
〜

９
月
１０
日
�
。
手
続
き
に
は
、

所
得
状
況
届
・
印
鑑
・
手
当
証

書
が
必
要
で
す
。

※
い
ず
れ
も
世
帯
状
況
に
よ
っ

て
は
証
明
書
類
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
ら
れ

て
５
年
以
上
が
経
過
し
た
人
は
、

平
成
２０
年
４
月
分
（
同
年
８
月

の
定
時
払
い
）
か
ら
一
部
支
給

停
止
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、手
当
を
受
け
ら
れ
て
か

ら
５
年
未
満
で
あ
っ
て
も
、平
成

２２
年
４
月
分
の
手
当
か
ら
は
、

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
で

あ
る
離
婚
や
死
別
な
ど
か
ら
７

年
以
上
た
つ
場
合
に
は
一
部
支

給
停
止
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
一
部
支
給
停
止
の
対

象
者
や
支
給
停
止
額
に
つ
い
て

は
平
成
１９
年
末
に
国
で
決
定
す

る
予
定
で
す
の
で
、
決
ま
り
次

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

母
子
家
庭
の
母
の
就
業
を
よ

り
効
果
的
に
促
進
す
る
た
め
、

次
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金

事
業
▽
自
立
支
援
教
育
訓
練
給

付
金
事
業＝

指
定
さ
れ
た
教
育

訓
練
講
座
を
受
講
し
た
場
合
、

給
付
金
を
支
給
▽
高
等
技
能
訓

練
促
進
費
事
業＝

資
格
を
取
得

す
る
た
め
に
養
成
訓
練
を
受
け

る
場
合
、
一
定
期
間
、
訓
練
促

進
費
を
支
給
▽
常
用
雇
用
転
換

奨
励
金
事
業＝

母
子
家
庭
の
母

を
パ
ー
ト
と
し
て
雇
用
後
、
職

業
訓
練
を
行
い
、
そ
の
上
で
常

用
雇
用
に
転
換
し
た
事
業
主
に

対
し
て
転
換
奨
励
金
を
支
給

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

策
定
事
業
▽
母
子
自
立
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
策
定
員
が
、
児
童
扶

養
手
当
受
給
者
の
自
立
・
就
労

の
た
め
に
個
々
の
状
況
に
応
じ

た
自
立
支
援
計
画
書
を
策
定
し
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
の
も
と
、

就
労
支
援
を
行
い
ま
す
。
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現
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提
出
を

（注１）７回オプション付きは１５，０００円。（注２）１５回オプション付きは１８，０００円。
（注３）７回オプション付き１６，０００円。
（その他）■はコース終了後に健康保養浴場が利用できます。

保健センター
（ふれあい健康館内）

なんでも相談市民センター
市役所１階 �６２１－５２００・５１２９

徳徳徳徳徳島島島島島イイイイインンンンンデデデデディィィィィゴゴゴゴゴソソソソソッッッッックククククススススス
８月の無料相談夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏休休休休休休休休休休休休休休みみみみみみみみみみみみみみ野野野野野野野野野野野野野野球球球球球球球球球球球球球球観観観観観観観観観観観観観観戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦ごごごごごごごごごごごごごご招招招招招招招招招招招招招招待待待待待待待待待待待待待待！！！！！！！！！！！！！！

四国アイランドリーグの
徳島インディゴソックスは、
下記の試合（ホームゲー
ム）に、「広報とくしま」
８月１日号を持参した小中
学生を、１紙につき２人ま
で無料でご招待します。
当日は、楽しいイベント

やゲーム機などが当たる抽選会も開催されます。
夏休みの楽しい思い出づくりに、球場へ行っ
てみませんか。
［とき］８月３日�１７：００試合開始
［ところ］県営蔵本球場（庄町１）
［対戦相手］香川オリーブガイナーズ
［問い合わせ先］徳島インディゴソックス（�６９２
－１９４５）、スポーツ振興課（�６２１－５４２６）

女性センター アミコビル４階

＊※は予約制で、１日�８：３０から電話でのみ予約受
け付け。先着２７人（各日９人）で１人２０分以内。
＊行政相談委員相談は、ふれあい健康館１階相談室
でも実施。［とき］１５日�１３：００～１５：００
＊司法書士相談は、シビックセンター５階第２活動室で
も実施。［とき］１２日�・２６日�１０：００～１２：００

※は保健師・栄養士、他は医師が相談に応じます。
※託児あり（１歳～就学前まで。要申し込み） ＊上記以外の健康相談室での相談は、午後予

約制になります。

場 所

南井上コミセン

沖洲コミセン

津田コミセン

加茂名コミセン

いずれも９：３０～１５：００

月 日

８／２３日�

８／２４日�

８／２７日�

８／２８日	

場 所

勝占中部コミセン

上八万支所

八万中央コミセン

加茂コミセン

川内公民館

月 日

８／１６日�

８／１７日�

８／２０日�

８／２１日	

８／２２日�

《女と男生き方相談》
�６２４－２６１３
［対象］市内在住・在勤・在学の人

◆女性センター開所日
１０：００～１７：００
〈休〉日曜、火曜、祝日

１８：００～２０：００
１日�・３日�
８日�・１０日�
１５日�・１７日�

一 般 相 談
カウンセリング
・電話
・面談（要予約）

夜 間 相 談
・電話（要予約）
・面談（要予約）

《専門員による相談》［対象］市内在住の人
１３：００～１６：００
１３：００～１５：００
１３：３０～１６：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１３：００

１３：００～１６：００

９：００～１５：３０

９：００～１５：３０

８・１５・２２日�
６日�
７・２１日	
２・１６日�
毎週月・金曜
毎週火曜
２３日�

９日�

毎週月～金曜

毎週月～金曜

弁 護 士※
行政相談委員
人権擁護委員
土地家屋調査士
司 法 書 士
行 政 書 士
住まいづくり
社会保険労務士
（ 年 金 相 談 ）

心 配 ご と
（相続・離婚など）

交 通 事 故

《医師・保健師による健康相談》�６５６－０５１５
［対象］市内在住の４０歳以上の人【要予約】

１０：００～１２：００

１０：００～１２：００

１３：００～１５：００

１３：００～１７：００

１５日�

１５日�

２８日	

２２日�

認 知 症 予 防 相 談

家族などの介護を
行う人の健康相談

糖 尿 病 相 談
禁 煙 支 援 相 談

生活習慣改善相談※

《栄養士による栄養相談》�６５６－６５３１
［対象］市内在住の６４歳までの人【要予約】

９：００～１２：００
１３：００～１５：００

８日�
１５日�
２２日�

生活習慣改善栄養相談※

開講日
９／１１
９／１５
９／１１
９／１２
９／１３
９／１４
９／１５

９／１４

９／１１

９／１２
９／１３
９／７
９／１４
９／１１
９／１３
９／１２
９／１５
９／１２
９／１４
９／１５
９／１２
９／１４
９／１１
９／１２
９／１３
９／１５
９／１５
９／１２
９／１３
９／１３
９／１４
９／１１
９／８
９／１３
９／１２
９／１３
９／２８

受講料

１２，０００円
（注１）

１８，０００円
７，５００円
１５，０００円
（注２）
１２，０００円
８，５００円
１８，０００円
８，５００円

１５，０００円

１５，０００円

１５，０００円
１５，０００円
１５，０００円
１５，０００円
１５，０００円
１５，０００円

１５，０００円

１５，０００円
１５，０００円

１３，０００円
（注３）

１３，０００円

１２，０００円
１２，０００円
１２，０００円
５，０００円

定員
２０
２０
２０
２０
２０
２０
２０
１５
５

２５

２５
１５
２５
１５
１５
１５
１０
１０
２０
２０
１０
２０
２０
２０
２０
２０
２０
２０
２５
２５
２５
２０
２０
２０
１５
１５
１５
１５

時間
１４：００～１５：２０
１４：００～１５：２０
１９：３０～２０：５０
１９：３０～２０：５０
１９：３０～２０：５０
１９：３０～２０：５０
１０：００～１１：２０
１１：００～１２：５０
１１：００～１１：５０

１０：００～１１：４０

１０：００～１１：２０
１４：００～１５：２０
１０：００～１１：５０
１４：００～１５：２０
１９：４０～２０：３０
１９：４０～２０：３０
１２：００～１２：５０
１２：００～１２：５０
１０：００～１０：５０
１０：００～１０：５０
１２：００～１２：５０
１９：４０～２０：３０
１９：４０～２０：３０
１２：００～１２：５０
１１：００～１１：５０
１０：００～１０：５０
１１：００～１１：５０
１０：００～１０：５０
１２：５０～１３：５０
１２：５０～１３：５０
１８：２０～１９：２０
１８：３０～１９：２０
１８：２０～１９：１０
１６：００～１６：５０
１０：３０～１２：００
１１：３０～１２：３０
１６：１５～１７：１５
１３：００～１４：００

曜日
火
土
火
水
木
金
土

金

火

水
木
金
金
火
木
水
土
水
金
土
水
金
火
水
木
土
土
水
木
木
金
火
土
木
水
木
金

コ ー ス 名

マイフィットネス

イブニングフィットネス

レディスフィットネス
フィットネス＆アクアボクササイズ
フィットネス６０

ダイエット＆生活習慣病改善

さらさら血液をめざすフィットネス
※健脚回復と転倒予防
腰痛・膝痛改善
※からだスッキリ体操

めざせ！１００m水泳（２５m泳げる人）

水泳入門（初心者対象）

※ゆっくり水泳（シニア）

ゆっくり水泳（週末コース）
アクアビクス
アクアボクササイズ
アクアシェイプアップ

アクア体操

水中ウオーキング
初歩からのよくばりアクア

減量！エアロビクスダンス

簡単ステップ

パワー・ヨガ

はじめての太極拳
ゆがみ改善！ゆっくりピラティス
チャレンジ！マットピラティス
青竹ビクス＆ストレッチ（１０回コース）

徳島市は、個人情報の取扱いについては「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。
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押し花ワークショップⅡ

いきいき高齢者講座

内容・講師

泌尿器のお話「がまんしな
いで！尿のトラブル」＝徳
島市民病院医師・天野慎二

トラブル予防体操＝徳島市保健
センター・健康運動実践指導者

脳のお話「油断大敵！夏の
脳こうそく」＝徳島市民病
院医師・蔭山武文

栄養・食生活のお話＝徳島市
保健センター・管理栄養士

日時・場所

８月２４日�
１３：３０～１５：００
（受け付け１３：００～）
１階ホール

８月３０日�
１３：３０～１５：００
（受け付け１３：００～）
２階第２会議室

徳島市特別支援教育講演会

デートDV連続講座

内 容

デートDVを知っていま
すか？

デートDVへの対処

お互いに尊重しあう関
係をつくる

日 時

８月２５日�１３：３０～１５：３０

９月１日�１３：３０～１５：３０

９月８日�１３：３０～１５：３０

徳島ガラススタジオの講座

徳島城博物館徳島歴史講座
「四国の水軍」

講 師

辻保雄さん
（椎宮八幡神社宮司）

根津寿夫
（徳島城博物館学芸員）

胡光さん
（香川県歴史博物館）

渡部淳さん
（土佐山内家宝物
資料館）

山内治朋さん
（愛媛県歴史文化
博物館）

内 容

徳島藩御座船御
祈祷の変遷

阿波水軍森家と
徳島藩

統一政権と讃岐
の水軍
－塩飽・生駒・松平－

浦戸湾と土佐水軍

伊予の水軍
－豊臣期能島村
上氏を中心に－

日 程

９月１６日�

９月２２日�

９月３０日�

１０月７日�

１０月１３日�

時間はいずれも１３：３０～１５：００

不動コミセン夏祭り

市立図書館＜８月のおはなし室プログラム＞

物品納入業者の登録申請を受け付け

市役所前駐車場を一時閉鎖

ダイヤモンド婚・金婚のご夫婦を招待

電気式生ごみ処理機の購入費を補助

戦没者遺児による慰霊友好親善事業

とくしま動物園臨時開園

シビックセンターお盆中の休館日変更

申…お申し込み方法 問…お問い合わせ先

９月１１日�１０：００～１２：００。とくしま植
物園（渋野町入道）緑の相談所で。対象は、
市内在住・在勤の人。内容は、ウェルカム
ボードづくり。講師は磯田久美さん。定員
は１０人（抽選）。参加費は１，０００円。
申往復はがきに、住所・名前・年齢・電
話番号・教室名・返信あて名を記入し、８
月１５日�（必着）までにとくしま植物園緑
の相談所（〒７７１－４２６７ 渋野町入道４５－
１ �６３６－３１３１）へ。徳島市ホームペー
ジ「電子申請」からも申し込み可。

ふれあい健康館（沖浜東２）で。対象は
６５歳以上の市民。定員は各６０人（先着）。参
加は無料。日程・内容は下表のとおり。

申電話で保健センター（�６５６－０５３４）へ。

８月２１日�１４：３０～１６：３０。県立２１世紀

館イベントホール（文化の森総合公園内）
で。演題は「今こそニーズに合った教育を」。
講師は教育再生会議委員・品川裕香さん。
定員２００人（先着）。参加は無料。
申電話かファクスで、学校教育課（�６２１
－５４１２ 	６２４－２５７７）へ。

徳島市女性センター（アミコビル４階）
で。テーマは「うまくいってる？ 彼・彼
女との関係～恋人とのハッピーな未来をつ
くろう～」。対象は市内在住・在勤・在学の
人で原則として全日程に参加できる人。定
員は３０人（抽選）。参加は無料。日程・内容
は下表のとおり。

申８月１０日�までに電話かファクスで徳
島市女性センター（�６２４－２６１１ 	６２４－
２６１２）へ。

徳島ガラススタジオ（勝占町中須）で。
◆阿波おどりガラス工芸体験＝８月１２日�
～１５日�の各日９：００～１６：００。内容と参
加費は、吹きガラス体験（２，０００円）、サン
ドブラスト体験（１，０００円～１，５００円）、フュ
ージング体験（１，０００円～）。吹きガラス体
験は小学４年生以上が対象。時間内随時受
け付け。
◆夏休みバーナーワーク教室＝８月２６日�
午前クラス９：３０～・午後クラス１４：００～。
内容は、バーナーを使ってガラス棒を溶か
し、とんぼ玉を制作。対象は中学生以上、
各クラス１２人（先着）。参加費２，５００円。

◆ガラス工芸講座「基礎コース３７期」＝受
講期間は９月２７日�～平成２０年３月３日
。
対象は１８歳以上の人。申し込み締め切りは
９月３日
。▽コールドコース＝３クラス
（定員各６人）。受講料８，２００円（７回）▽バー
ナーワーク専門＝定員８人。受講料８，２００円
（７回）▽吹きガラスコース＝４クラス（定
員各４人）。受講料１８，０００円（７回）※市外の
人は１割増。詳しい日程は問い合わせを。
申徳島ガラススタジオ（�６６９－１１９５）

徳島城博物館講座室で。定員約６０人（抽
選）。受講料２，０００円（入館料込み）。日程・
内容は下表のとおり。

申往復はがきに住所、名前、電話番号、
返信あて名を記入し、９月７日�（必着）
までに徳島城博物館（〒７７０－０８５１ 徳島
町城内１－８ �６５６－２５２５）へ。

不動コミュニティセンター工房とその周
辺で。定員は各１０人（先着）。▽８月１１日�
１０：００～１３：００＝ボーンチャイナ絵付け
（１，５００円）▽８月１１日�～１２日�１０：００～
１５：００＝藍染め（１００㌘８００円、生地は持参）
▽８月１２日�１０：００～１３：００陶芸（ビアカ
ップ、１人１点１，５００円）
申名前、電話番号、希望する体験コース
を電話かファクスで不動コミセン事務局
（�６３１－９６４９ 	６３３－４１７１）へ。

夏休み映画会◇４日�ゆうかんな１０人の
きょうだい◇１１日�おばけうんどうかい◇
１８日�くまのおいしゃさん◇２５日�おおき
なかぶ。各１０：３０～１１：００。いずれも参加
無料。
問市立図書館（�６５４－４４２１）

市が平成１９年１０月１日～平成２１年９月３０
日の間に発注する物品関係の指名競争入札

参加資格審査申請を８月３１日�まで受け付
け。提出要領・申請用紙は徳島市ホームペ
ージからダウンロードするか、管財課（市
役所７階）へ直接お越しを。
問管財課（�６２１－５０５５）

阿波おどり演舞場設置のため、８月５日�
～１７日�まで閉鎖。なお、臨時駐車場を８：
３０～１７：３０（土曜、日曜を除く）、文化セン
ター敷地内に設置（台数に限りあり）。
問管財課（�６２１－５０５１）

ダイヤモンド婚と金婚記念祝賀式を県郷
土文化会館４階大会議室で１０月１６日�１０：
００～１１：３０に開催。対象は、市内在住で▽ダ
イヤモンド婚＝昭和１１年１０月１日～昭和１２
年９月３０日に結婚▽金婚＝昭和３１年１０月１
日～昭和３２年９月３０日に結婚－したご夫妻。
申８月３１日�までに、印鑑を持参し、な
がいき課（市役所南館２階 �６２１－５１７６）
または最寄りの支所へ。

対象は、市に住民登録し、住んでいる世
帯主。補助金額は購入金額の２分の１（た
だし、限度額は３万円）。補助台数は４５０台
（１世帯につき１台）。対象機種は、微生物
分解方式か乾燥方式の家庭用電気式生ごみ
処理機。なお、徳島市内の取扱店以外で購
入したり、申し込み後に送付する「承認決
定通知書」を受け取る前に購入した場合は、
補助金を交付できないのでご注意を。
申はがきに「電気式生ごみ処理機購入補
助希望」と明記の上、住所、世帯主の名前
（ふりがな）、生年月日、電話番号を記入し、
生活環境課（〒７７０－８５７１ 幸町２－５
�６２１－５２０２）へ。

実施時期は平成１９年８月～平成２０年１月。
対象は海外で死亡した戦没者の遺児。内容
は、戦没地での慰霊追悼や現地住民との友
好親善。訪問先など詳しくは問い合わせを。
問徳島県遺族会（�６５２－７６５３）

お盆期間中の８月１３日
は臨時開園。
問とくしま動物園（�６３６－３２１５）

８月１４日�は開館。１６日�が振替休館に。
問シビックセンター（�６２６－０４０８）

平成１９年度の国保料の料率が決定しました
国民健康保険料の料率が下表のとおり決定しました。料率につきましては、前年と
同じに据え置いております。介護保険の第２号被保険者（４０～６４歳）で徳島市国民健
康保険に加入されている人は、国民健康保険料（医療分）と介護分保険料を合わせて
納付していただくようになっています。

阿波おどり期間中のごみ収集
８月１３日
～１５日�のごみ収集は平常
どおり行います。
問生活環境課（�６２１－５２１７）保険料は被保険者の医療費の支払いに充てる大切な財源です。忘れずに納期までに

納付してください。また、保険料納付には便利で納め忘れのない口座振替制度をご利
用ください。申し込み用紙は、市内各金融機関（郵便局を除く）にあります。
［問い合わせ先］保険年金課国保係（徳島市役所１階８番窓口 �６２１－５１５７、５１６４）

８８８８８８８８８８月月月月月月月月月月はははははははははは市市市市市市市市市市・・・・・・・・・・県県県県県県県県県県民民民民民民民民民民税税税税税税税税税税
第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２期期期期期期期期期期分分分分分分分分分分のののののののののの納納納納納納納納納納期期期期期期期期期期月月月月月月月月月月でででででででででですすすすすすすすすす納納納納納納納納納納期期期期期期期期期期限限限限限限限限限限はははははははははは８８８８８８８８８８月月月月月月月月月月３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日����������
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ひひひひひひひひひひひひひひょょょょょょょょょょょょょょううううううううううううううたたたたたたたたたたたたたたんんんんんんんんんんんんんん島島島島島島島島島島島島島島・・・・・・・・・・・・・・川川川川川川川川川川川川川川かかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららのののののののののののののの景景景景景景景景景景景景景景観観観観観観観観観観観観観観 ＜７０歳以上の人＞国民健康保険に加入する昭和７年１０月１日以降
生まれの７０歳以上の人、または老人医療受給者で、いずれも右上
表の低所得者に該当する場合、事前に申請すると医療費と食事代
が減額されます。
ただし、老年者に係る住民税非課税措置の廃止により、低所得

世帯の世帯員の一部が課税者となった場合は、非課税の世帯員の
み、申請すると「低所得者Ⅱ」の限度額が適用されます。
［申請］被保険者証・高齢受給者証・医療受給者証・印鑑（朱肉を
使うもの）を持参し、▽国民健康保険加入者＝保険年金課（市役
所１階�６２１－５１５９）▽老人医療受給者＝ながいき課（市役所南
館２階�６２１－５２７８）へ。すでに認定を受けている人も８月分か
らは申請が必要。
＜７０歳未満の人＞国民健康保険に加入する７０歳未満の人は、事前
に限度額適用認定証または限度額適用・標準負担額減額認定証の
交付申請を行い、医療機関で認定証を提示すると、医療費（非課
税世帯は食事代も減額）が右下表のとおり限度額までとなります。
［申請］国民健康保険被保険者証・印鑑（朱肉を使うもの）を持参
し、保険年金課（市役所１階�６２１－５１５９）へ。すでに認定を受
けている人も８月分からは申請が必要。

【７０歳以上の人の自己負担限度額】
注１ 市民税が課税され
ていない世帯

注２ 市民税が課税され
ていない世帯で、それぞ
れの所得が０円

注３ ９０日＝過去１２ヵ月
の入院日数

※一定以上の所得がある
人は異なります。

徳島新聞に「世界建築行脚」を連載中の建築家・藍谷鋼一郎さ
んを講師に迎え、ひょうたん島の景観を世界の都市河川と比較す
るセミナーを開催します。
セミナー後半には、希望者は
周遊船でひょうたん島の夜景を
楽しむことができます（申し込
みが必要。先着５０人）。
なお、このセミナーは、NPO
法人新町川を守る会と�徳島県
建築士会徳島支部と徳島市の協
働事業として平成１８年度から進
めている「ひょうたん島・景観まちづくり事業」の一環です。
［とき］８月９日�１９：００～２１：００
［ところ］新町橋東公園（雨天時は建設センター６階で乗船会は中止）
［参加費］無料（乗船される人は、保険料１００円が必要）
※周遊船は先着５０人。希望される人は８月７日�までに電話で都
市デザイン室（�６２１－５２４９）へ。

【７０歳未満の人の自己負担限度額】

※回数は１２カ月で入院時の窓口での限度額負担と高額療養費の支給（払い戻し）を受けた合計回数（月数）です。
上位所得者（A）：世帯全員の基準所得の合計額が６００万円を超える世帯。
一般（B）：世帯全員の基準所得の合計額が６００万円以下の世帯。

【介護分】
２．７％
（第２号被保険者の１８年中の所得に対して）

１４．４％
（第２号被保険者の１９年度固定資産税額に対して）

７，７００円
（第２号被保険者１人あたり）

５，０００円
（第２号被保険者のいる世帯１世帯あたり）

年間介護分保険料
（賦課限度額は９万円）

所得割

資産割

均等割

平等割

合計

【医療分】
１１．９％
（１８年中の所得に対して）

４９．５％
（１９年度固定資産税額に対して）

２８，８００円
（１人あたり）

２５，６００円
（１世帯あたり）

年間医療分保険料
（賦課限度額は５３万円）

所得割

資産割

均等割

平等割

合計

食事代（１食分）

２６０円

９０日まで２１０円（注３）
９１日以降１６０円

１００円

医療費（月額）

４４，４００円

２４，６００円

１５，０００円

区 分

一般

低所得者Ⅱ
（注１）

低所得者Ⅰ
（注２）

４回目以降の限
度額（多数該当）

８３，４００円

４４，４００円

２４，６００円

３回目までの限度額

１５０，０００円＋
（医療費－５００，０００円）×１％

８０，１００円＋
（医療費－２６７，０００円）×１％

３５，４００円（食事代減額については
７０歳以上の低所得者Ⅱと同じ）

区分

A

B

C

上位所得者

一般

住民税
非課税世帯

徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。 電話番号案内および夜間・休日にご用のある人は代表番号（�６２１－５１１１）へ。

広 報第７６４号 平成１９年８月１日３
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。

両
国
本
町
（
車
い
す
専
用
の
福
祉

コ
ー
ナ
ー
あ
り
。
要
予
約
）
・
元
町

・
新
町
橋
の
各
演
舞
場
。

有
名
連
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
後
、

演
舞
場
で
お
ど
り
体
験
。
１２
〜
１５
日

の
各
日
１８
時
３０
分
〜
と
２０
時
３０
分
〜

の
２
回
。
市
役
所
市
民
広
場
か
東
新

町
商
店
街
入
口
へ
集
合
（
い
ず
れ
も

申
し
込
み
不
要
）。参
加
無
料
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈▼
阿
波
お
ど
り
実

行
委
員
会
本
部
〈
新
町
橋
２
丁
目
・

阿
波
お
ど
り
会
館
内
。�（
６
５
３
）

９
６
７
０
〉
▼
阿
波
お
ど
り
総
合
案

内
所
（
期
間
中
の
み
。
９
時
〜
２２
時

３０
分
）〈
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
前
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
東
側
広
場
。
観
光
関
係
�
（
６

５
３
）９
６
８
０
、
宿
泊
関
係
�（
６

５
３
）
９
６
８
１
、
９
６
８
２
〉

◆
阿
波
お
ど
り
特
別
公
演

有
名
連

の
魅
力
あ
る
踊
り
を
ス
テ
ー
ジ
で
。

１２
〜
１５
日
の
１１
時
〜
、
１３
時
〜
、
１５

時
〜
の
３
回
（
５０
分
）。出
演
連＝

１２

日
・
平
和
連
、
１３
日
・
天
水
連
、
１４

日
・
菊
水
連
、
１５
日
・
さ
ゝ
連
。
入

場
料＝

大
人
５
０
０
円
、小
・
中
学
生

２
５
０
円
。

◆
会
館
で
阿
波
お
ど
り
体
験

阿
波
お
ど
り
会
館
で
ひ
と
踊
り
し

ま
せ
ん
か
。
１２
〜
１５
日
１７
時
〜
。
定

員
１
８
０
人
。
参
加
無
料
（
整
理
券

が
必
要
）。※
阿
波
お
ど
り
会
館
の
一

般
公
演
は
、
１１
〜
１５
日
は
休
止
。

◆
夏
の
邦
楽

徳
島
佐
苗
会
に
よ
る

夏
の
風
物
を
中
心
と
し
た
邦
楽
演
奏

会
。
１１
日
１４
時
〜
。
入
場
無
料
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈阿
波
お
ど
り
会
館

�
（
６
１
１
）
１
６
１
１

◆
お
鯉
さ
ん
ラ
イ
ブ

今
年
百
歳
を

迎
え
た
お
鯉
さ
ん
が
三
味
線
の
技
と

美
声
を
披
露
。
１２
日
１３
時
〜
。

◆
阿
波
お
ど
り
ラ
イ
ブ
「
華
麗
な
る

技
の
競
演
」

阿
波
お
ど
り
の
達
人

た
ち
が
競
演
。
１４
日
１１
時
〜
と
１３
時

３０
分
〜
。

◆
津
田
の
盆
踊
り

漁
師
町
・
津
田

に
伝
わ
る
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

の
精
霊
踊
り
。
１５
日
１１
時
〜
と
１３
時

３０
分
〜
。

﹇
入
館
料
﹈大
人
５
０
０
円
、高
校
・
大

学
生
３
０
０
円
、中
学
生
以
下
無
料
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈徳
島
城
博
物
館
�

（
６
５
６
）
２
５
２
５

◆
阿
波
お
ど
り
開
幕
奉
納
踊
り

１２

日
９
時
〜
。
興
源
寺
で
。

◆
阿
波
お
ど
り
振
興
協
会
流
し
踊
り

１２
日
１０
時
〜
。Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
前
か
ら
。

◆
徳
島
佐
苗
会
盆
流
し

１２
日
９
時

３０
分
〜
。
阿
波
お
ど
り
会
館
を
出
発

し
、
東
新
町
ま
で
三
味
線
流
し
。
雨

天
中
止
。

◆
姉
妹
都
市
の
盆
踊
り
披
露

１２
日

１５
時
〜
。
仙
台
市
す
ず
め
踊
り
。
東

新
町
商
店
街
で
。

◆
お
ど
り
広
場

自
然
発
生
し
た
円

陣
の
中
で
の
踊
り
子
の
輪
お
ど
り
。

１２
〜
１５
日
。元
町
広
場
・
新
町
広
場
・

両
国
広
場
・
両
国
橋
南
お
ど
り
広
場
。

◆
ア
ス
テ
ィ
お
ど
り
ひ
ろ
ば

有
名

連
の
レ
ッ
ス
ン
を
無
料
で
。
１２
〜
１５

日
１１
時
〜
と
１４
時
〜
の
２
回
。
ア
ス

テ
ィ
と
く
し
ま
多
目
的
ホ
ー
ル
。

◆
よ
ん
で
ん
阿
波
お
ど
り
広
場

１２

〜
１５
日
１８
時
〜
２１
時
。
四
国
電
力
徳

島
支
店
中
庭
。

◆
鷹
匠
町
街
角
ふ
れ
あ
い
阿
波
お
ど

り

１２
〜
１５
日
１９
時
〜
２２
時
。
鷹
匠

町
１
丁
目
路
上
。

◆
銀
座
お
ど
り
広
場

１２
〜
１５
日
１６

時
〜
２２
時
。
銀
座
商
店
街
。

◆
幸
町
お
ど
り
広
場

１２
〜
１５
日
１８

時
３０
分
〜
２２
時
。
期
間
中
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

で
装
飾
さ
れ
た
幸
町
３
丁
目
路
上
。

◆
津
田
の
盆
踊
り

１５
日
１８
時
〜
。

津
田
中
学
校
正
門
前
ス
タ
ー
ト
。

「
協
働
」
と
い
う
言
葉
は
、
皆

さ
ん
も
何
度
か
耳
に
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
行
政
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
対
等
の
立
場
で

共
通
の
公
共
目
的
の
た
め
に
共

に
活
動
す
る
こ
と
ー
と
い
う
意

味
で
す
が
、
難
し
く
考
え
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
市
民
団
体
の
皆
さ

ん
が
実
施
し
て
く
だ
さ
る
清
掃

活
動
。
私
も
折
を
み
て
参
加
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

こ
で
は
、
市
民
が
ご
み
の
撤
去

に
取
り
組
み
、
行
政
は
集
め
ら

れ
た
ご
み
の
処
分
を
行
う
と
い
う

役
割
分
担
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
年
前
に
行
わ
れ
た
大
規
模
な
眉

山
の
清
掃
活
動
で
は
、
不
法
投
棄
さ

れ
た
タ
イ
ヤ
や
畳
、
電
化
製
品

の
山
に
驚
き
な
が
ら
、
多
く
の

参
加
者
に
よ
り
約
１
０
０
㌧
の

ご
み
を
集
め
、
処
分
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
市
民
と
行
政
が
ご
み
の

な
い
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
行
う
「
協
働
」
で
す
。

徳
島
市
で
は
昨
年
度
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
か
ら
市
と
協
働
で
行
う
事
業

の
提
案
を
募
集
す
る
「
協
働
提

案
事
業
支
援
制
度
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
応
募
が
あ
っ

た
事
業
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
防

災
、
ま
ち
づ
く
り
、
福
祉
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
非
常
に
幅
広
い
分
野
で
提
案

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
制
度

を
き
っ
か
け
に
し
て
、
協
働
の
意
識

を
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
協
働
」
と
い
う
考
え
方
は
、
市

民
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
参
画
意
識

の
高
ま
り
な
ど
を
背
景
に
、
こ

こ
数
年
、
急
速
に
浸
透
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
の
行
政
運
営
を

考
え
る
上
で
も
協
働
は
必
要
不

可
欠
で
す
。
ま
た
、
協
働
を
進

め
る
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

柔
軟
な
発
想
に
行
政
が
刺
激
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
循
環
も
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
『
自
分
た
ち
の
ま
ち

は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
』
と
い

う
意
識
の
高
い
と
こ
ろ
ほ
ど
、

地
方
分
権
時
代
に
生
き
残
れ
る

ー
と
い
う
の
が
私
の
持
論
で
も
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ど
ん
な
こ
と

で
も
結
構
で
す
の
で
、気
軽
に「
協

働
」
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

徳
島
市
長

原

秀
樹
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熱

市民とともに～協働～

－１３－

臨時駐車場とシャトルバス

▼吉野川河川敷緑地駐車場＝１０００台。シ

ャトルバスが市立体育館前との間を運行。

▼沖洲マリンターミナル駐車場＝５５０台。

シャトルバスが寺島公園前との間を運行。

※シャトルバスの運行時間は１６：００～２２：

５０。交通整理料として１人片道１００円（小

学生以上）が必要。

▲市民と一緒に眉山の清掃をする市長＝１７年４月

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼そそそそそそそそそそそそそそそそのののののののののののののののの他他他他他他他他他他他他他他他他ののののののののののののののののイイイイイイイイイイイイイイイイベベベベベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトななななななななななななななななどどどどどどどどどどどどどどどど▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼
●眉山ロープウェイは運転時間を延長
１２～１５日は９：００～２２：００まで夜間運転。
大人片道６００円・往復１，０００円、小学生は半額。

●市営地下駐車場は２４時間営業
新町地下駐車場と紺屋町地下駐車場は、１２～１５日も

２４時間営業。ただし、交通規制区域内のため、１８：００～２
３：００の入場はできません。出場は、係員や警備員が誘導
するためいつでもできます。なお、駅前西地下駐車場は従
来通り６：００～２３：００の営業です。
●市バス観光ツアー

▼『阿波の徳島名所めぐり』１１、１３、１５日の各日９：００
～１６：００。藍の館・霊山寺・渦の道・阿波十郎兵衛屋敷。
大人６，３００円、小人６，０００円（昼食付き）。

▼『祖谷のかずら橋と大歩危船下り』１２、１４日の各日９：
００～１７：００。大人７，７００円、小人７，０００円（昼食付き）。悪天
候の場合は、船下りを石の博物館「ラピス大歩危」に変更。
申し込みは、市バス観光（�６５２‐２１３３）へ。
●子ども浄瑠璃公演
１３日１１：００～と１３：３０～の２回。徳島城博物館で。川内
北小学校人形浄瑠璃クラブの児童が人形役になり「傾城
阿波の鳴門」を上演。
●屋形船と邦楽の夕べ
４日・１１日１９：００～２０：００、１２日１８：３０～１９：３０、１３～１５

日は１７：３０～１８：３０。新町川水際公園周辺で。
●第３５回阿波おどりヨットレース
１４日８：３０に徳島港沖をスタート。
●第１９回こくふ街角博物館バスツアー
１４日１３：００～１８：００。阿波おどり会館前を出発。阿波木
偶館・藍染しじら館（藍染め体験）など。
大人３，０００円、小学生２，０００円。先着３０人。申し込みは、

街角博物館運営委員会事務局・阿部さん（�０９０‐６２８３‐
８７６０）へ。

観
光
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
徳
島
市
観
光
協
会
�
（
６
２

２
）
４
０
１
０
、
観
光
課
�
（
６

２
１
）
５
２
３
２
へ
。
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